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文化・交流活動拠点施設の整備について
「第六次高山村総合計画」の策定に併せ再検討します

　村では、平成 29 年３月に「高山村文化・交流活動拠点施設整備構想検討委員会」から提出された答申を尊重し、
同年７月に「高山村文化・交流活動拠点施設基本構想」を策定し、基本構想に掲げた規模や機能を満たす施設を
建設した場合の概算建設費や、設置後の維持管理費及び建設財源となる補助事業や有利な起債をはじめ、建設費
等が村の行財政運営に与える影響などについて長期的な視野に立って検討を行ってきました。
　その検討内容につきましては、昨年 11 月に開催しましたブロック行政懇談会でご説明をするとともに、村の広
報紙やホームページに掲載し、ご意見等を伺ってきました。

◦税収が減少する中、借金をして建設し、長期間にわたる
返済を次世代に求めることはいかがなものか

◦ホールの収容人数400人や図書館の蔵書数5万冊は、
規模が大きすぎるのではないか

◦現在の公民館を改修して利用することを検討する必要が
あるのではないか

◦建設費が高額なため、村の教育や福祉、道路等のインフ
ラ整備に影響を及ぼすことから、村民の理解が得られな
いのではないか

◦建設費が高額なため、施設の規模等、計画を縮小する必
要があるのではないか

　文化施設の整備につきましては、第五次高山村総合計画の主要施策に盛り込まれた重要な施策ですが、概算建
設費の試算で、最も低い施設でも約 25 億円の財政負担を必要とすることから、高山村にとってかつてない大規
模な事業であり、福祉施策や教育、道路等のインフラ整備など住民生活に及ぼす影響等を充分に考慮したうえで、
慎重に検討すべきと判断しました。
　このようなことから、村としては、引き続き文化振興をはじめ、福祉、教育、産業振興などを総合的に進めて
いくため、平成 30 年度から着手する「第六次高山村総合計画」の策定に併せて基本構想を見直すこととしました。
　また、文化施設の整備とともに検討してまいりました子育て支援施設は、少子化対策等を進めるうえで早期に
整備する必要があると判断し、文化施設とは切り離して、平成 30 年度からその整備について検討していくことと
しました。
◆教育委員会生涯学習係　☎２１４―９７６２

高
山
剣
道
連
盟

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
を
受
賞

地
域
で
の
継
続
的
な
指
導
等
、
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
る

　

高
山
剣
道
連
盟
は
こ
の
度
、

全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら
「
少
年

剣
道
教
育
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
「
少
年
剣
道
教
育
奨
励

賞
」
は
、
少
年
剣
道
の
指
導
面

で
、
大
会
な
ど
の
成
績
と
は
関

係
な
く
、
草
の
根
的
に
地
道
に

活
動
を
続
け
、
剣
道
の
底
辺
を

支
え
て
い
る
団
体
・
組
織
に
送

ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

高
山
剣
道
連
盟
の
活
動
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

高
山
剣
道
連
盟
は
、
前
身
の

「
高
山
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
」
か

ら
約
40
年
に
渡
り
、
村
内
の
子

ど
も
達
に
剣
道
の
技
術
は
も
と

よ
り
、
礼
節
に
至
る
ま
で
指
導

　

星
川
会
長
は
、「
こ
れ
を
励

み
に
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達

の
指
導
を
続
け
る
と
と
も
に
、

将
来
に
つ
な
げ
て
行
く
た
め
に

指
導
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
行
き
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

今回受賞の「少年剣道教育奨励賞」

受賞を喜ぶ、高山剣道連盟の皆さん

す
る
な
ど
、
剣
道
を
通
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

賞
の
伝
達
は
、
平
成
29
年
11

月
23
日
㈭
に
長
野
市
の
ホ
ワ
イ

ト
リ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
、「
第

65
回
県
剣
道
居
合
杖
道
薙
刀
大

会
」
の
開
会
式
後
に
行
わ
れ
、

星
川
輝
雄
会
長
が
剣
道
連
盟
を

代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け
ま
し

た
。

◦文化施設の建設は緊急性があるのか
◦人口減少が進行する中で、村の財政規模からして、25
億円の負担は重すぎるのではないか

◦維持管理費に係る人件費を含めると更に経費が膨張し、
村の行財政運営に支障が出るのではないか

◦現在の公民館は、利用者が多く希望どおりに利用ができ
ないことから、早急に建設すべきである

◦子育て支援をチャオルで行っているが、利用に支障をき
たしていることから、子育て支援の施設は必要である

皆さまから寄せられたご意見等の概要
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キッズスノーパーク

　　スノーカーニバル
ヤマボクワイルドスノーパーク 

　　ゆきあそびProject

午前　９時 30 分～　受付開始
午前 10 時 30 分～　ソリ大会
午後　０時 30 分～　くじ入りみかん拾い
午後　１時 30 分～　抽選会

期　日　３月４日㈰
場　所　山田温泉キッズスノーパーク

❖ 雪板体験会

❖ テレマークスキー、スノーボード等の試乗会

❖ 2nd ステージエリア滑走

❖ 笠岳・ロイヤルタコチＢＣツアーまたはスノーシューツアー

❖ エアーボートタイムレース　など

日　程　３月 10 日㈯・11 日㈰
　　　  時間はいずれも

午前９時 30 分～午後２時 30 分

場　所　YAMABOKU
　　ワイルドスノーパーク

キッズスノーパーク スノーカーニバルに関してのお問い合わせは、信州高山温泉郷観光協会へ、
ヤマボクワイルドスノーパーク ゆきあそび Project についての詳細は、ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパーク
ホームページをご覧いただくか、信州高山温泉郷観光協会へお問い合わせください。

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２－１１２２
◆ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパークホームページ　http://www.yamaboku.jp/eventtour/eventtour.html

この他にも催し物を行いますので
ぜひご来場ください。

開催

内
　 

容

内
　 

容

小さいお子さんから大人まで楽しめます

※一部有料のイベントがあります。

キッズスノーパーク

スノーカーニバル 参加費
無料

ヤマボクワイルドスノーパーク
ゆきあそびProject
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村では、「運動」、「栄養」、「生きがい」をキーワードに、いつまでも健康でいきいきと生活できるよう「アンチ
エイジングの里づくり」をすすめています。
その一環として、アンチエイジングイベントを開催しました。

　１月 27 日㈯は、保健福祉総合センター
において、「アンチエイジング講演会」を、
翌 28 日㈰にはＹＡＭＡＢＯＫＵワイルド
スノーパークで「スノーシュー体験教室」
を行いました。
　講演会では、トータルフィットネス
コーディネーターの中尾和子先生から
ボールエクササイズを、引き続き、白澤
抗加齢医学研究所長の白澤卓二先生から

「食、運動、生きがいの大切さ」と題して
講演をいただき、実技では、メディカル
タイチ・ジャイロトニックトレーナーの
志賀ダニエラ先生から「メディカルタイ
チプログラム」を教えていただきました。

スノーシュー体験教室

健診・展示等コーナー

　中尾和子先生から、
「おどろくほど身体が
軽くなる！～心地よい
ＪＳＡボールエクササ
イズ～」と題して、実
技を中心に、ボールを

使って、関節の動きをなめらかにして、
血行を良くし、凝りや痛みを和らげる方
法を教えていただきました。寒さや日々
の疲れで凝った体をゆったりとした雰囲
気の中でじっくりほぐし、身体が軽くな
る感覚を実感していただきました。

　28日㈰は、プロスキーヤーで登山家でもある三浦豪太先生の
指導により、スノーシューを体験しました。当日は天候に恵まれ、
素晴らしい風景を眺めながら、雪とたわむれ、楽しい時間を過ご
す事ができました。
　参加者からは、「楽しかった」「また来年も参加したい」との声
が聞かれました。

　講演会に合わせて、ふれあいホール
では、環境保全型農業の取り組みとし
て、ワインやソルガム、コットン等の
展示と食生活改善推進協議会の皆さ
んが作った高山村産の小麦粉や野菜
等を使ったアンチエイジング郷土食
のひんのべが振る舞われました。
　健康管理センターでは骨密度測定
や血管年齢測定、運動指導などが行わ
れ、自分の身体の状態を知る良い機会
になりました。

ボールエクササイズ

講演会・実技
　白澤抗加齢医学研究
所長の白澤卓二先生か
らは、健康長寿や健康
づくりを目指すうえで、
キーワードである「食、
運動、生きがい」の大
切さについてお話をお
聞きし、その後、メディカルタイチ・ジャイロトニックトレーナー
の志賀ダニエラ先生から「メディカルタイチプログラム」とい
う太極拳の要素を取り入れたエクササイズを紹介していただき
ました。

アンチエイジングイベントを開催しました
～ 健康長寿の村づくり ～

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２
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農業委員の応募状況

農業委員の
 公募・推薦状況を

公表します
　農業委員の辞任に伴い農業委
員会等に関する法律等に基づき、
昨年 12 月 19 日㈫から本年１月
15 日㈪の間、農業委員の募集及
び推薦の受付を行いました。
　法令等の規定に基づき、公募
及び推薦状況を公表します。
農業委員
　○応募をした方　１人
　　（うち認定農業者１人）

◆農業委員会事務局
◆産業振興課農政係
　☎２１４―９２６８

地　区 二ツ石
氏　名 松本　喜一
年　齢 61
性　別 男
職　業 農　業

認定農業者の
該当・非該当 該　当

農
地
法
に
定
め
る

　
別
段
面
積
を

引
き
下
げ
ま
し
た

　

農
地
を
取
得
す
る
ま
た
は
借
り
る
場
合

の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
権
利
取
得
者
が

耕
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
積
は
、
原

則
と
し
て
50
ａ
と
農
地
法
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
業
委
員
会
が
公
示
す
れ
ば
、

こ
の
面
積
の
範
囲
内
で
面
積（
別
段
面
積
）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
高
山
村
農
業
委
員
会
で
は
、
別

段
面
積
を
40
ａ
と
定
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
村
内
に
お
い
て
空
き

家
と
共
に
農
地
を
購
入
す
る
場
合
に
、
別

段
面
積
に
よ
り
農
地
が
購
入
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
空
き
家
の
購
入
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
例
が
発
生
し
、
農
業
従
事
者

や
移
住
者
の
確
保
に
支
障
を
き
た
す
状
況

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
山
村
農
業
委
員
会
で
は
、

　

村
内
で
は
、
耕
作
放
棄
地
再
生

対
策
事
業
を
活
用
し
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
よ
り
農
地
が
再
生
さ
れ
、

そ
ば
や
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
な
ど
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
耕

作
放
棄
地
再
生
対
策
事
業
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
農
地
の
有
効
利

用
を
図
る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄

地
の
な
い
美
し
い
村
づ
く
り
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

事
業
概
要

　【
対
象
者
】

村
内
の
耕
作
放
棄
地
を
賃
借

等
に
よ
り
５
年
間
以
上
耕
作

を
す
る
農
業
者
ま
た
は
農
業

者
等
で
組
織
す
る
団
体
等

　【
助
成
作
業
】

農
地
再
生
作
業　

（
抜
根
・
耕
起
・
整
地
・
営

農
定
着
等
）

　【
助
成
内
容
】

10
ａ
当
た
り　

７
万
５
千
円

　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
農
政

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

再 生 後 再 生 前

抜根・整地

み
ん
な
で
守
ろ
う
美
し
い
農
村
風
景

～
耕
作
放
棄
地
再
生
対
策
事
業
～

村
の
人
口
増
加
の
た
め
、
別
段
面
積
の
見

直
し
に
つ
い
て
１
年
以
上
に
渡
り
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
次
の
と
お
り
別
段
面
積
を

定
め
ま
し
た
。

別
段
面
積

原
則
と
し
て
全
村
40
ａ
と
す
る
。
た
だ

し
、
所
有
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
農
業

委
員
会
の
審
議
に
よ
り
次
の
要
件
を
い

ず
れ
も
満
た
す
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、

１
ａ
と
す
る
。

要
　
件

①
申
請
所
有
宅
地
（
住
居
）
に
隣
接
す

る
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
準
じ
る
１
ａ

以
上
の
農
地

②
遊
休
農
地
も
し
く
は
遊
休
農
地
化

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
農
地

③
集
団
的
な
農
地
利
用
、
農
作
業
の
共

同
化
に
支
障
の
な
い
農
地

適
用
開
始
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
採
用
予
定
の
高
山
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

高
山
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
業
務
全
般（
総
合
相
談
、
権
利
擁
護
に

関
す
る
こ
と
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
こ
と
、
包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
に
関
す
る
こ
と
、

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
認

知
症
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
）

必
要
な
資
格
・
免
許

主
任
介
護
支
援
専
門
員
資
格
・
３
年
以
上

の
実
務
経
験
を
有
す
る
介
護
支
援
専
門
員

資
格
・
社
会
福
祉
士
資
格
の
い
ず
れ
か
。

普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

福
祉
の
職
場
説
明
会
・
就
職
面
接
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

福
祉
の
職
場
や
資
格
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
方

の
た
め
に
、
福
祉
施
設
の
現
状
や
福
祉
の

業
務
に
対
す
る
知
識
の
収
集
・
理
解
を
深

め
る
場
と
し
て
「
福
祉
の
職
場
説
明
会
・

就
職
面
接
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、福
祉
事
業
所
の
方
と
直
接
面
談

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、興
味
の
あ

る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
保
育
園
等
の

保
育
施
設
の
参
加
も
予
定
し
て
い
ま
す
）。

日
　
　
時

　

３
月
９
日
㈮

　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
20
分

　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

出
展
事
業
所
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　

福
祉
の
職
場
説
明
会
・
就
職
面
接
会

不
妊
治
療
の
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
不

妊
治
療
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
、漢
方
療
法
、人
工
授

精
な
ど
の
治
療
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

医
療
保
険
に
加
入
し
、
村
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
て
い
る
夫
婦

助
成
金
額

不
妊
治
療
に
係
る
医
療
費
の
合
計
額

（
年
額
50
万
円
ま
で
）

申
請
方
法

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
村
民
生
活

課
保
健
予
防
係
に
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

①
不
妊
治
療
補
助
金
交
付
申
請
書

場
　
　
所

　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野　

１
階
ホ
ー
ル

申
込
み
等

事
前
申
込
み
不
要
（
当
日
受
付
）・

参
加
費
無
料

　

詳
し
く
は
、
長
野
労
働
局
ま
た
は
長
野

県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
長
野
労
働
局
職
業
安
定
部

地
方
職
業
安
定
監
察
官

　

☎
２
２
６
―
０
８
６
５

◆
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
部
人
材
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
２
６
―
７
３
３
０

②
不
妊
治
療
補
助
事
業
医
師
証
明
書

③
不
妊
治
療
補
助
事
業
医
療
費
等
証
明
書

④
不
妊
治
療
補
助
金
請
求
書

※
書
類
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
備
え
付
け
も
し
く
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

３
月
30
日
㈮

　

長
野
県
が
実
施
す
る
不
妊
治
療
助
成
事

業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

不
妊
に
関
す
る
悩
み
相
談

　

長
野
県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
６
３
―
３
５
―
１
０
１
２

　
　

毎
週
火
・
木
曜
日　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

雇
用
期
間

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日
（
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

基
本
月
勤
務
日
数
は
17
日
で
す
。

年
齢
・
学
歴　

不
問

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
方
法

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
・
履
歴
書
を

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
宛
に
郵
送
ま

た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

面
接

募
集
期
限　

２
月
28
日
㈬

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
３

３月は自殺対策強化月間です
　我が国の自殺者数は平成 10 年に３万人を超
え、その後、様々な自殺予防対策により、徐々
に減少傾向にはあるものの、未だに多くの方
が自殺により亡くなっているのが現状です。
　心の健康のため、一人で悩まず、まずは相
談してみましょう。
　また、周りに気になる方がいたら、声をかけ、
その方の気持ちに耳を傾け、早めに専門機関
に相談するように勧めましょう。

村の相談窓口
　保健師等が相談に応じます。
　日　時　毎週水曜日
　　　　　　午前９時～正午
　場　所　保健福祉総合センター
　電　話　２４２―１２０２

こころの相談室
専門のカウンセラーが無料で相談に応じます。

　日　時　毎月第２・３・４水曜日　
　　　　　　午前９時～正午
　場　所　保健福祉総合センター
　※事前に予約が必要です。

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２
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１月の高山分署の出動状況  （平成 30 年１月１日～１月 31 日）

火　　災 1    （1）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 円（0 円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 0    （0）

救　　急 28  （28）

救　　助 0    （0）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 30 年 1 月 1 日からの累計です。

消防情報

＜春季全国火災予防運動＞
　３月１日から７日までの１週間、火災が発生しやすい
季節にあたり、火災予防意識の一層の普及を図ることに
より、火災の発生を防止し、火災による死傷者の発生や
財産の損失を防ぐことを目的として全国一斉に実施され
ます。
＊平成 29 年度全国統一防火標語 
　　　「火の用心　ことばを形に　習慣に」

＜火災予防運動の期間の由来＞
　昭和 24 年から春・秋の２回火災予防運動を行うように
なりましたが、実施期間はその年によって異なっていま
した。
　現在は、「消防記念日」である３月７日を最終日とする
３月１日からの１週間が春の火災予防運動、「119 番の日」
である 11 月９日からの１週間が秋の火災予防運動の期間
となっています。

　 学校だより 高 山 小 学 校246

　ぼくたち１ねんせいは、６月にサツマイモをうえました。
あなをほるとき、手がまっくろになるくらいに土をほりまし
た。「おいしくそだってね。」とおねがいしました。なつに、
くさとりや水やりをして、いもはどんどん大きくなりました。
そして、10 月にいもをほりました。土がけっこうかたくて力
いっぱいほっていくと、ピカピカでむらさきいろの、ながい
いもが６こも出てきました。すごくうれしかったです。その
おいもで、６ねんせいとやきいもたいかいをしました。火は
とても大きくて、あつくて、ちかづけないくらいでした。い
よいよやけました。中はきいろで、かわがほんのりやけていて、
おいしかったです。らいねんも大きなおいもをいっぱいそだ
てて、みんなでやきいもをたべたいです。

やきいもたいかい、たのしかったよ

「高山村高齢者福祉計画・高山村第七期介護保険事業計画（案）」
「高山村障がい者計画・高山村第五期障がい福祉計画・

高山村第一期障がい児福祉計画（案）」

　村では、高齢者や障がい児・者の福祉の増進及び安心して
暮らすことのできる地域生活を実現することを目的とした、
計画の策定を進めています。
　この計画（案）について、皆さまのご意見、ご提案をお聞
かせください。
募集期間
　２月 19 日㈪から３月５日㈪
意見を提出できる方
　村内に住所を有する方
閲覧場所
　村民生活課（役場・保健福祉総合センター）
　村ホームページ
募集方法

　閲覧場所に備え付けてある意見書または村ホームページ
から意見書をダウンロードし、住所・氏名・ご意見を記入
し提出してください。
　なお、電話、口頭での意見はお受けできませんのでご了
承ください。

　１ 郵送　〒 382-0821　上高井郡高山村大字牧 130-1
　　　　　 保健福祉総合センター　村民生活課福祉係
　２ FAX　０２６―２４２―１２０５　村民生活課福祉係あて
　３ E メール　sonmin@vill.takayama.nagano.jp
　４ 持参　高山村役場、保健福祉総合センター
◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２０１

福祉のひろば

パブリックコメントを募集します

　生活環境の保全や公衆衛生の向上のため、浄化槽をお使い
の皆さまには日常の保守、点検、清掃のほか年１回の法定検
査（浄化槽法第 11 条検査）が義務付けられています。
　この法定検査の検査項目に新たにＢＯＤ（生物化学的酸素
要求量）の検査が加わり、より効率的で充実した内容となり
ます。
　ＢＯＤとは、水の汚れを示す指標で、皆さまが排出する生
活排水の汚れや浄化槽の状況をより詳細に知ることができ、
修繕等の早急な対応が可能になります。
　浄化槽をお使いの皆さまには、今後も法定検査の適正な実
施にご協力をお願いします。
　なお、長野県では、指定検査機関に（公社）長野県浄化槽
協会を指定しています。法定検査等についてご不明な点があ
りましたら、お問い合わせください。

◆（公社）長野県浄化槽協会　☎２３４―７６３７
◆建設水道課上下水道係　☎２１４―９２９７

平成30年４月から
浄化槽の法定検査が変わります

〔検査項目にＢＯＤが追加〕

１ねん２くみ　かつら本　りゅうのすけ
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１
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
公

民
館
講
堂
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
い

き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
」
が
開
催

さ
れ
、
約
100
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
紫
区
在
住
の
髙
井
央
葉
さ
ん

親
子
が
「
和
太
鼓
と
家
族
と
地
域
」
と
題

し
、
和
太
鼓
演
奏
を
交
え
な
が
ら
、
家
族

で
子
育
て
と
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
長
野

県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
の
氣
賀

澤
葉
子
さ
ん
か
ら
「
暮
ら
し
の
中
の
男
女

共
同
参
画
を
見
直
そ
う
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で
〝
男
女
が
社

会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
決
定
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。〟
な
ど
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
」
を

採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画

　

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８

信
州
高
山
村

移
住
体
験
ツ
ア
ー

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

第
４
回
ソ
リ
大
会

　

村
で
は
、
多
く
の
方
に
移
住
先
と
し
て

高
山
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
月

27
日
㈯
～
28
日
㈰
に
「
信
州
高
山
村
移
住

体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
４
組
４
名
で
、
関
東
近
県
か
ら
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
１
日
目
は
村
営
住
宅
や
一
茶
館

な
ど
村
内
施
設
を
見
学
し
、
蕨
温
泉
ふ
れ

あ
い
の
湯
で
村
自
慢
の
温
泉
を
お
楽
し
み

　

１
月
21
日
㈰
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
ソ

リ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
開
催
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
前
日
か
ら
体
育
協
会
の
役
員

や
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
約
50
名
の
方

の
努
力
に
よ
っ
て
、
全
長
100
ｍ
弱
の
特
設

コ
ー
ス
が
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
、

約
120
名
が
参
加
し
、
滑
降
距
離
や
滑
降
ス

タ
イ
ル
を
競
い
ま
し
た
。

　

幅
５
ｍ
ほ
ど
の
コ
ー
ス
を
、
上
手
く
ソ

リ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ゴ
ー
ル
ま
で
滑

り
切
る
参
加
者
が
い
る
一
方
で
、
縁
に
乗

り
上
げ
て
ソ
リ
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
参
加

者
も
い
ま
し
た
が
、
全
員
が
ソ
リ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
用
意
さ
れ
た
具

だ
く
さ
ん
の
温
か
い
う
ど
ん
を
食
べ
て
身

体
を
温
め
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
も
、
引
き
続
き
ソ
リ
を
楽

し
む
参
加
者
も
い
て
、
親
子
で
雪
と
触
れ

あ
う
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

村営住宅見学の様子

スノーシュー体験教室の様子

髙井さん親子による和太鼓演奏

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
都
か

ら
村
に
移
住
さ
れ
た
ご
夫
婦
と
、
村
で
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
食
事
を
と
り
な
が
ら

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宿
泊
に
は

就
農
お
た
め
し
住
宅
を
利
用
し
、
実
際
に

高
山
村
で
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
環
境
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
健
康
長
寿
の
村
を
目
指
し
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
企
画
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加

盟
し
、「
志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
」
に
全
村
登
録
さ
れ
て
い
る
高
山
村
の

美
し
い
景
観
と
と
も
に
、
雪
の
降
る
地
域

で
の
楽
し
さ
と
、
大
変
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
初

め
て
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
歩
い
た
方

も
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
雪
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
パ
・
ワ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

地
元
食
材
を
使
用
し
た
ラ
ン
チ
や
足
湯
を

楽
し
み
、
ツ
ア
ー
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
移
住
先
と
し
て
検

討
し
た
い
」「
景
色
が
美
し
く
、
食
事
も

お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

役
場
に
休
日
窓
口
を
開
設

　
３
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰
の

午
前
中

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は

お
早
め
に

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
作
品
展
と

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す

「
須
高
果
樹
セ
ミ
ナ
ー
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
ア
ス
パ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

問

問 問問

問問

問

　

村
で
は
転
入
・
転
出
な
ど
、
手
続
き
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
３
月
中
旬
の
日
曜

日
に
一
部
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

平
日
、
お
仕
事
等
で
来
庁
で
き
な
い
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

３
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

開
設
窓
口
及
び
業
務
内
容

　

○
総
務
課
税
務
係

所
得
証
明
書
交
付
、
納
税
証
明
書
交

付
、
納
税
の
受
付

　

○
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

転
入
（
転
出
証
明
書
の
あ
る
も
の
に

限
る
）・
転
出
届
受
付
、
戸
籍
届
出

書
受
付
、証
明
書
（
住
民
票
謄
・
抄
本
、

戸
籍
謄
・
抄
本
、
戸
籍
附
票
、
身
分

証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
等
）
の
交
付
、

印
鑑
登
録
・
廃
止

　

総
務
課
総
務
係
・
税
務
係

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
や

登
録
申
請
が
多
く
、
長
野
運
輸
支
局
の
窓

口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

車
検
の
手
続
き
は
、
１
カ
月
前
か
ら
受

検
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中
に

受
検
し
て
い
た
だ
き
、
廃
車
や
名
義
変
更

等
の
手
続
き
は
、
３
月
中
旬
ま
で
に
申
請

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
野
運
輸
支
局

　

◦
登
録

　
　

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
４
２

　

◦
検
査

　
　

☎
２
４
３
―
５
５
２
５

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、自
動
車
事

故
に
よ
る
被
害
者
保
護
を
目
的
に
、交
通
遺

児
等
育
成
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
の
作
品
展
と
バ
ザ
ー
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　
須
坂
市
福
祉
会
館（
須
坂
市
馬
場
町
）

内
　
容

　

◦
会
員
の
作
品
展
示
（
一
部
販
売
）

　

◦
バ
ザ
ー（
日
用
品
・
花
・
お
や
き
な
ど
）

　

◦
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
す
い
と
ん
・
綿
あ
め
な
ど
）

　

◦
包
丁
と
ぎ

　
（
公
社
）須
高
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
６
―
２
０
０
３

　

須
高
地
域
に
お
い
て
、
出
荷
・
販
売
を

目
的
と
し
て
果
樹
栽
培
を
行
っ
て
い
る
方

で
、
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
栽
培
の
基
本
的
な

栽
培
技
術
を
学
び
た
い
方
、
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
り
新
規
就
農
さ
れ
た
方
、

農
業
研
修
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
果
樹
（
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
）
の
基
本

　

須
高
地
域
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培

し
、
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
方
々

を
対
象
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
基
本
技

術
を
習
得
す
る
た
め
、
実
習
を
交
え
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
限　

２
月
28
日
㈬

　

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や

お
申
し
込
み
は
、
長
野
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
地
域
第
三
係
ま
た
は
Ｊ
Ａ
な
が
の

須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
地
域
第
三
係

　

☎
２
３
４
―
９
５
３
５

　
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課

　

☎
２
４
５
―
０
１
５
３

●お知らせ

役

対
象
者

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
の
交
通
事
故

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
後
遺
障
が
い

に
な
っ
た
場
合
で
、
か
つ
、
生
活
困
窮

世
帯
の
子
ど
も
（
中
学
卒
業
ま
で
）

貸
付
金
額

　

一
時
金　
　
　

15
万
５
千
円

　

毎　

月　
　
　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
千
円

　

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
。

返
済
期
間

　

20
年
以
内
の
均
等
払
い

　

独
立
行
政
法
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

　

☎
４
８
０
―
０
５
２
１

的
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

募
集
期
限　

３
月
14
日
㈬

受
講
料　
　

300
円
／
名

　

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や

お
申
し
込
み
は
、
長
野
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
地
域
第
三
係
ま
た
は
Ｊ
Ａ
な
が
の

須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
地
域
第
三
係

　

☎
２
３
４
―
９
５
３
５

　
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課

　

☎
２
４
５
―
０
１
５
３
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明日に向かって輝く

　

１
月
７
日
（
日
）
は
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、
高
山
村
成
人

式
に
は
、
64
名
の
新
成
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

内
山
村
長
は
式
辞
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
20
年
間
は
、
冬
季
五

輪
や
長
野
新
幹
線
の
開
通
が

あ
っ
た
一
方
、
経
済
の
停
滞
や

大
き
な
経
済
変
動
も
あ
っ
た
。

今
日
が
あ
る
の
は
、
家
族
・
恩

師
・
友
人
・
地
域
の
方
々
等

の
助
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
村
に
誇
り
を
持
ち
、
強
い

意
志
と
挑
戦
す
る
勇
気
と
気

力
を
持
っ
て
ほ
し
い
。」

　

来
賓
の
祝
辞
で
、
酒
井
村

議
会
議
長
さ
ん
か
ら
は
、「
行

動
に
一
層
責
任
を
持
つ
こ
と
」、

「
20
年
前
に
比
べ
て
急
激
に
変

化
し
て
い
る
社
会
に
対
応
で
き

る
発
想
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る

　

生
き
て
こ
の
成
人
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
が
、
す
ば
ら
し

く
、
奇
跡
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　

自
分
は
高
校
時
代
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
夢
中
に
な
り
、
卒

業
後
は
渡
米
し
、
様
々
な
経

験
を
し
た
。
現
在
は
、
千
曲

市
を
中
心
に
「
信
州
ブ
レ
イ
ブ

ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
」
の
仕
事
を
し

て
い
る
。

　

生
き
る
上
で
、
人
間
関
係

が
一
番
大
切
だ
。
ま
ず
身
近
な

友
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

　

人
生
を
逆
算
し
て
設
計
す

る
こ
と
。
例
え
ば
、
50
歳
の
自

分
が
○
○
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
た
か
っ
た
な
ら
、
20
歳
で

は
△
△
を
、
30
歳
で
は
▼
▼
に

な
ろ
う
、
と
考
え
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
。

の
で
、
期
待
に
応
え
、
周
囲
へ

の
思
い
や
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
り
ま
し
た
。
選
挙
管
理

委
員
長
の
中
村
さ
ん
か
ら
は
、

若
い
世
代
の
投
票
率
の
低
さ

が
、
具
体
的
数
字
で
示
さ
れ
、

選
挙
権
を
行
使
し
、
政
治
に

参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
山
中
学
校
当
時
の
担
任

で
あ
っ
た
新
井
孝
之
先
生
・
北

澤
佳
一
先
生
か
ら
は
、「
隣
の

人
を
思
い
や
る
こ
と
」「
高
山

村
を
大
事
に
思
う
こ
と
」「
自

分
ら
し
く
頑
張
る
こ
と
」
な
ど

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
人
代
表
の
斎
藤
遼
さ
ん

は
、「
家
族
や
友
人
、
高
山
村

に
よ
っ
て
現
在
の
自
分
が
あ
る

こ
と
」
へ
の
感
謝
と
「
い
た
ず

ら
に
他
人
に
追
随
す
る
こ
と
な

く
、
ク
ヌ
ギ
の
大
木
の
よ
う
に

生
き
た
い
」「
友
人
を
大
切
に
、

和
を
以
て
生
き
た
い
」
と
、
力

強
い
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
編

　

人
生
で
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
た
ら
、「
そ
れ
は
自
分
に

は
無
理
か
も
」
と
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思

考
を
し
よ
う
。
行
動
し
て
後

悔
す
る
方
が
、
行
動
せ
ず
に

後
悔
す
る
よ
り
よ
い
、
と
考
え

よ
う
。「
自
分
の
可
能
性
の
引

き
出
し
」
を
多
く
持
ち
、
自

ら
調
べ
た
り
、
相
談
し
よ
う
。

　

自
分
は
、
高
校
卒
業
後
に

ネ
バ
ダ
大
学
に
進
学
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
単
に
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
競
技
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
観
戦
を
積
極
的
に
楽
し

む
と
い
う
文
化
に
も
触
れ
た
。

現
在
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
が
一
つ
の
文
化

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
人

生
を
謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、
相
手

に
直
接
会
う
こ
と
、
話
を
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

　

自
分
の
可
能
性
を
他
人
の

力
も
借
り
て
実
現
し
よ
う
。

実
現
す
る
こ
と
は
、
各
自
の
手

の
中
に
あ
る
。

　

自
分
も
仕
事
に
対
し
て
夢

を
持
ち
、
熱
い
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
い
。

　
　
　
　
（
寺
島
・
本
多　

記
）

成人おめでとう 89名の新成人が誕生

新成人を代表して

㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ
リ
ッ
ト

社
長　

片
貝　

雅
彦

世
界
と
未
来
は

僕
ら
の
手
の
中

記
念
講
演

集
し
た
、
小
・
中
学
校
当
時

の
懐
か
し
い
映
像
が
、
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
放
映
さ

れ
る
と
、
新
成
人
一
同
、
寸
時
、

懐
か
し
い
小
・
中
学
校
時
代
に

還
り
ま
し
た
。

2月号
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75

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

内
山　

幸
一

高
山
村
消
防
団
長亀

原　

明

高
山
中
学
校
２
年　

柴
田　

小
雪

オ
ニ
は

そ
と
ォ
ー

で
も
ォ

こ
ん
な
お
豆
じ
ゃ

オ
ニ
さ
ん
も

つ
ま
ん
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か

な
ー

あ　
　
　

あ

後
で
こ
っ
そ
り

回
収
か
な
…

・
・
・
・
・

福
は
内う

ち

ー

？

オ
ニ
は

そ
と
ー
!!

お
い
し
い
お
菓
子

ど
ゾ
ー

　

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間

入
り
で
す
ね
。
既
に
皆
さ
ま
に

は
18
歳
か
ら
選
挙
権
を
得
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
20
歳
か

ら
が
、
本
当
の
独
立
、
大
人
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
親
や
周
囲
の
方
が
、

温
か
い
愛
で
見
守
ら
れ
て
来
た

と
存
じ
ま
す
。
今
日
を
期
し
て

大
人
に
脱
皮
し
、
大
き
な
未
知

の
世
界
へ
挑
戦
し
て
下
さ
い
。

　

平
成
28
年
に
60
周
年
を
迎
え

た
「
未
来
に
輝
く
豊
か
な
自
然

と
健
康
長
寿
」
高
山
村
。
こ
の

健
康
長
寿
村
に
は
、
若
い
力
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
村
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
ど
こ
の
地
で
頑
張
ろ

う
と
も
、
軸
足
は
高
山
村
に
！

男
女
と
も
独
身
傾
向
で
す
が
、

人
生
の
伴
侶
を
得
て
い
た
だ
き

　新春恒例の会が１月 14 日（日）公民館で開催されました。松本会長が
持参した、室内で早くも咲き始めたツツジが置かれ一段と春めいた会場です。
　あらかじめ事務局に提出されていた 45 句を、参加者が５句選句するとこ
ろから始まり、選句が終了すると順番に発表します。
　その後、事務局より作者が披露されてお互いの句について質問や批評も
出て和やかな中で、会が終了しました。　　　　　　　　　　 （本多　記）

　

新
成
人
の
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
地
域

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
、

日
々
訓
練
、
防
火
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、

消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
、

何
処
の
地
域
で
も
、
団
員
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
「
自
ら
の
地
域
は
、
自
ら
で

守
る
」
は
、
自
治
の
原
点
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
消
防
団
に
は
、

若
い
力
が
必
要
で
す
。

　

志
の
あ
る
方
は
、
是
非
入
団

し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
消
防

団
員
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
29
年
度
後
期
生

徒
会
長
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
8
年
を
迎
え
た
今
、

生
活
の
中
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
会
長
と
し
て
仕
事
を
し

て
い
く
中
で
、
自
分
が
発
す
る

言
葉
の
重
み
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
自

分
が
発
し
た
言
葉
は
、
全
校
の

活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
自
分
の
思
い
が
、
自
分

の
言
葉
と
し
て
、
伝
わ
る
よ
う

に
、
ま
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

次
は
、
自
分
が
目
指
し
て
い

る
生
徒
会
を
、
毎
日
の
生
活
か

ら
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
徒
会
を
作
り
上
げ
る
こ

と
は
、
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
が
率
先
し
て
行
動

し
な
け
れ
ば
、
全
校
に
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
毎
日
の
生
活
か
ら
、

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
や

必
要
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
徒
会
活
動
が
行

え
る
の
も
、
地
域
の
方
々
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
い
つ
も
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
山
中
学
校
生

徒
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
成
人
に
望
む
こ
と

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

今
年
の
抱
負

生
徒
会
長
と
し
て

足あ
し
あ
と跡
や
狸
た
ぬ
き
う
ろ
つ
く
寺
の
庭	

井
浦	

愛

大お
お
は
つ
ひ

初
日
静
か
に
峰
を
離
れ
け
り	

片
桐	

嘉
弘

耳み
み
と
お遠
き
事
の
話
題
や
年
始
会	

藤
沢	

つ
よ
し

ほ
ん
の
り
と
妻
の
化け
し
ょ
う粧
や
初
は
つ
か
が
み鏡	

勝
山	

久
峰

も
う
五い
つ
か日
入
り
日
突つ

き
刺さ

す
槍
ヶ
岳	

高
橋	

良
道

冬
日
燦さ
ん	

夫つ
ま

診
療
の
窓
越
し
に	

池
田	

兼
子

太
陽
の
光
り
清
ら
か
年と
し
あ
ら新
た	

松
本	

孝
夫

平へ
い
お
ん穏
な
生た
つ
き活
あ
れ
か
し
初は
つ
あ
か明
り	

古
谷	

公
子

初
春
や
乾か
ん
ぱ
い杯
の
声
良
く
揃そ
ろ

ひ	
勝
山	

栄
泉

い
さ
ぎ
よ
き
ア
ル
プ
ス
連れ
ん
ぽ
う峰
初
景
色	

高
野	
悠
子

手て
ま
り
う
た

毬
唄
幼
き
日
々
を
引
き
寄
せ
て	

高
野	
閑
林

健す
こ

や
か
に
八や

そ

じ

十
路
の
一
歩
初
詣	

藤
沢	

し
げ
る

安や
す

ら
け
き
事
を
願
ふ
や
初
日
の
出	

原	

富
男

堂ど
う
も
り守
の
尼あ
ま

さ
ん
撞つ

け
る
除
夜
の
鐘	

牧	

福
太
郎

ワ
ン
ワ
ン
と
笑え

む
赤
子
い
る
去こ
ぞ
こ
と
し

年
今
年	

篠
原	

し
ず
か

高
山
村
の
末
永
い
歴
史
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

高
山
村
新
年
合
同
俳
句
会
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今
日
は
お
父
さ
ん
と
親
子
ス

キ
ー
教
室
に
行
き
ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
に
、
先
生
に
、
じ
ゅ
ん

び
運
動
や
、
よ
こ
歩
き
、「
Ｖ
」
字

の
形
で
の
歩
き
か
た
や
、
ま
わ
り
か

た
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、リ
フ
ト
で
、上
か
ら「
ハ
」

の
字
で
す
べ
り
ま
が
る
や
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
２
、

３
回
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
さ
い
ご
に
は
、
こ
ろ
ば
な
い
で
下

ま
で
す
べ
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
班
ご
と
に
分
か

れ
、
地
元
の
講
師
の
方
々
に
解
か

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
連
載
し
て

い
ま
す
「
花
と
の
語
ら
い
」
を
隔

月
担
当
し
て
、
自
作
の
押
し
花
と

季
節
感
あ
ふ
れ
る
文
章
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
小
出
恵
子
さ
ん

（
荒
井
原
）
の
掲
載
が
、
今
回
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

素
敵
な
押
し
花
と
季
節
感
あ
ふ

れ
る
文
章
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。手
入
れ
さ
れ
た
自
宅
は
、

庭
は
も
ち
ろ
ん
、
玄
関
な
ど
に
は
、

い
つ
も
お
洒
落
な
花
が
配
置
さ
れ
、

た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

生
涯
学
習
講
座
で
は
、
引
き
続

き
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

育
成
会
の
年
末
年
始
の
行
事
と

し
て
、
12
月
29
日
に
奉
仕
活
動
と

お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
は
、
天
神
原
と
蕨
平

の
バ
ス
停
の
雪
か
き
で
し
た
。
そ

の
後
、
基
幹
セ
ン
タ
ー
で
勉
強
会

と
お
楽
し
み
会
を
し
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
会
で
は
、
蕨
平
在
住

の
筧
か
け
い
さ
ん
に
「
手
形
ア
ー
ト
」
を

教
え
て
も
ら
い
子
供
達
は
、
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
の
ど
ん
ど
焼
き
で

は
、
区
の
お
手
伝
い
で
、
朝
か
ら

地
区
を
回
り
、
子
供
達
皆
で
、
ワ

高
山
小
学
校　

西
澤　

彰
太

　

西
澤　

浩
文
（
紫
）

　

望
月　

卓
也
（
天
神
原
）

　

お
昼
を
食
べ
た
あ
と
、
お
父
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
ま
た
す
べ
り
ま
し

た
。
少
し
む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
と
て
も
楽
し
く
ス
キ
ー
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
や
休

み
の
時
に
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
、

も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

信州高
山

グラフ
ティ
23グラフ

ィティ

　

二
ツ
石
に
あ
る
「
名
も
な
き
空

き
家
」
で
は
、
高
山
村
の
情
報
発

信
や
健
康
長
寿
の
一
端
を
担
え
た

「名もなき空き家」という
   コミュニティスペースを

運営して

楽
し
か
っ
た
ス
キ
ー
教
室

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

お
知
ら
せ

り
や
す
く
か
つ
楽
し
く
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

子
供
達
も
始
め
は
思
う
様
に
ス

キ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
盤

に
な
る
と
、
滑
り
に
余
裕
す
ら
見

え
、
子
供
の
吸
収
力
の
早
さ
に
驚

き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
を
実
施
中
に
、
講
師

の
先
生
が
、「
他
の
ス
キ
ー
場
で
指

導
し
た
時
、
都
会
の
生
徒
た
ち
は
、

ス
ノ
ー
マ
シ
ン
で
作
っ
た
雪
を
見

て
驚
き
、
ザ
ク
ザ
ク
の
雪
の
上
で
、

ス
キ
ー
を
し
た
。
け
れ
ど
君
達
は
、

空
か
ら
降
っ
て
き
た
本
物
の
雪
の

中
で
、
い
つ
ま
で
も
ス
キ
ー
が
で
き

る
。
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

天
蕨
育
成
会
よ
り

ラ
や
だ
る
ま
な
ど
を
集
め
、
竹
を

柱
に
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

地
区
の
子
供
の
人
数
も
、
年
々

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

子
供
達
に
話
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

が
、
印
象
的
で
し
た
。

　

村
の
宝
で
あ
る
子
供
達
が
、
村

の
宝
で
あ
る
こ
の
自
然
と
環
境
の

中
で
、
将
来
に
向
け
て
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ら
と
思
い
、
現
在
毎
月
８
日
の
ワ

イ
ン
会
、
美
＊
姿
勢
教
室
（
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
整
体
、
ヨ
ガ
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
県
外
か
ら
の
移
住
希

望
者
や
村
内
外
の
人
々
の
参
加
で

毎
回
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
な
が
れ
ば
つ
な
が
る
ほ
ど
、

高
山
村
に
は
ま
だ
ま
だ
観
光
、
農

業
な
ど
素
晴
ら
し
い
資
源
が
沢
山

あ
り
、
そ
う
い
っ
た
地
域
資
源
を

村
内
外
に
つ
な
げ
、
そ
の
中
か
ら
、

高
山
村
が
い
い
ね
！
っ
て
言
っ
て
い

て
も
ら
え
た
ら
最
高
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

各
地
で
地
方
創
生
の
取
り
組
み

が
ど
ん
ど
ん
始
ま
っ
て
い
ま
す
。や

は
り
魅
力
の
あ
る
地
域
に
は
必
ず

人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
色
々
な
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
何
か

を
は
じ
め
な
け
れ
ば
こ
の
状
況
は

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
場
所
が
好
き
で
す
。
多
分
嫌
い

な
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

み
ん
な
で
こ
の
地
域
を
変
え
る

た
め
に
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
一

緒
に
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　

只
今
、
高
山
村
を
楽
し
み
な
が

ら
空
き
家
運
営
を
お
手
伝
い
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

是
非
イ
ベ
ン
ト
に
も
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
！

レッスン中

中央 松本さん

火をみつめる
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春
先
に
畑
や
道
ば
た
に
咲
い
て

い
る
小
さ
な
青
い
花
を
見
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
と
い
い
ま
す
。一
面
青

く
な
る
ほ
ど
咲
く
と
、な
か
な
か

キ
レ
イ
で
す
ね
。

　
こ
の
名
前
、ち
ょ
っ
と
残
念
な

ん
で
す
。意
味
が
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
は
最
後
の
「
フ
グ
リ
」で
す

ね
。こ
れ
、古
い
言
葉
で
陰
嚢
の

こ
と
な
ん
で
す
。ど
う
し
て
「
ふ

　
如
月
に
入
り
、
寒
さ
が
一

段
と
厳
し
い
季
節
で
す
。
辺

り
一
面
の
銀
世
界
が
北
国
の

風
景
で
す
。

　
雪
を
冠
っ
た
南
天
の
赤
い

実
が
、
冬
の
白
さ
に
映
え
、

宝
石
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま

す
。

　
日
本
に
は
、
四
季
が
あ

り
、
山
が
あ
り
、
海
が
あ
り
、

田
園
風
景
も
あ
っ
て
、
北
か

ら
南
ま
で
、
多
様
な
風
光
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
極
寒
に
耐
え
た
木
々
や
草

花
は
、
春
に
は
芽
吹
き
、
蕾

か
ら
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
今
回
の
押
し
花
は
、

今
年
の
干
支
『
戌
』
で
、

カ
ラ
ム
シ
ソ
ウ
・
バ
ー

ベ
ナ
・
コ
デ
マ
リ
・
ミ

ニ
バ
ラ
を
使
用
し
ま
し

た
。

　
犬
は
、
古
来
よ
り
社

会
性
が
あ
り
、
人
間
に

忠
実
な
動
物
で
、勤
勉
・

努
力
家
の
意
味
が
あ
り
、
安

産
・
安
全
・
保
護
・
献
身
の

象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　（
小
出
恵
子
）

ざ
ん
ね
ん
な
花 

～
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
～

ぐ
り
」が
つ
い
た
か
と
い
う
と
、花

の
後
の
実
が
、丸
い
玉
を
ふ
た
つ

く
っ
つ
け
た
よ
う
な
形
な
ん
で

す
。ハ
ー
ト
形
の
よ
う
な
そ
の
実

は
、そ
れ
は
そ
れ
で
か
わ
い
ら
し

い
の
で
す
が
、「
ふ
ぐ
り
」と
付
く

の
は
な
ん
か
残
念
。一
面
青
く
染

ま
る
ほ
ど
咲
い
て
い
た
花
が
全
部

実
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
想
像
す
る

と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　「
オ
オ
　
イ
ヌ
ノ
　
フ
グ
リ
」を

ど
こ
で
切
っ
て
読
む
か
で
意
味
が

微
妙
に
違
っ
て
き
ま
す
が
、も
と

も
と
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
い
う
植
物

が
日
本
に
あ
っ
て
、後
か
ら
外
国

か
ら
や
っ
て
来
た
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ

グ
リ
は
そ
れ
よ
り
大
き
い
と
言
う

こ
と
で
、「
大
」が
つ
き
ま
し
た
。も

と
も
と
生
え
て
い
た
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
は
今
で
は
絶
滅
危
惧
種
で
す
。

そ
の
実
は
、犬
の
「
ふ
ぐ
り
」に

も
っ
と
似
て
い
ま
す
よ
。高
山
村

に
も
在
来
の
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
が
生

え
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、ま

だ
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。見

つ
け
ら
れ
た
ら
、記
録
も
の
で
す
。

　「
ふ
ぐ
り
」と
つ
く
の
で
残
念
、

と
い
う
の
は
、「
ふ
ぐ
り
」に
失
礼

だ
っ
た
か
な
。命
を
つ
な
ぐ
大
切

な
器
官
で
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら

20
年
の
今
年
、
平
昌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
か
ら
も
、
主
将

の
小
平
選
手
を
は
じ
め
と

し
て
何
人
か
が
出
場
し
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

連
日
の
応
援
に
熱
が
入
り

ま
す
。 （
荻
原
・
轟　

記
）

オオイヌノフグリ
（□の中は実）

かぶのポトフ
① かぶは３cm 位の葉を付けて皮をむいて４つ切りにす

る。残りの葉は４cm 長さに切る。
② 玉ねぎはくし形に４つに切る。人参は乱切りする。
　 さつま芋は輪切りにして水に更す。
③ 鍋にかぶの葉以外の食材すべてを入れて煮る。
　 ※ポイント：ローリエは半分に折ると香りが出やすい。
④ 野菜が柔らかくなったら、かぶの葉を入れてひと煮して、

こしょうで味を調える。
【１人分】エネルギー：113 kcal　塩分相当：0.9g
　　　 　食物繊維：2.3g

35

　冬は、寒さで血管が収縮し、血圧が上がりやすい季節です。そして、野沢菜
漬やたくあんなど、おいしい漬物をついつい食べ過ぎてしまい、塩分の摂りす
ぎで、さらに血圧が高くなってしまいます。
　そこで、今月は、塩分が控えられて、体が温まり、野菜がたくさん摂れる今
の時期にピッタリのレシピを紹介します。
　かぶ、たまねぎ、にんじん、さつまいもなどの根菜類を使っているので、血
圧を下げてくれるカリウム、便秘を予防してくれる食物繊維がたっぷり摂れま
す。野菜を小さめに切れば、小さなお子様にもおススメのレシピです。

（チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

葉つきかぶ････････････････ 200g
玉ねぎ････････････････････ 120g
人参････････････････････････80g
さつま芋(皮付き) ･･････････ 100g
ウィンナーソーセージ ･･･４本（60g）
固形コンソメ････････････････１個
ローリエ････････････････････１枚
こしょう････････････････････少々
水････････････････････２カップ弱

（鍋により1.5カップ～２カップ）
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 木 春の全国火災予防運動（～７日） 総務課総務係 ☎ 214-9243

2 金 １歳６カ月・２歳・３歳児健診（チャオル）　☞ 15 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

3 土

4 日 スノーカーニバル（９時 30 分～　山田温泉キッズスノーパーク）　☞３頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

5 月 保育園開放日（10 ～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 15 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

6 火

7 水 3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 15 頁
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 15 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

8 木 子育てセミナー（10 ～ 11 時 30 分　チャオル）　☞ 15 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

9 金

10 土 ヤマボクワイルドスノーパーク　ゆきあそび Project（YAMABOKU ワイルドスノーパーク）　☞３頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

11 日 ヤマボクワイルドスノーパーク　ゆきあそび Project（YAMABOKU ワイルドスノーパーク）　☞３頁 信州高山温泉郷観光協会 ☎ 242-1122

12 月

13 火

14 水 高山小学校卒業式（９時 20 分～　）
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 15 頁

高山小学校
村民生活課保健予防係

☎ 245-0594
☎ 242-1202

15 木 高山中学校卒業式（９時～　）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

高山中学校
教育委員会生涯学習係

☎ 245-0948
☎ 214-9762

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火 たかやま保育園卒園式（９時 30 分～　） たかやま保育園 ☎ 245-6842

21 水 （祝日　春分の日）

22 木

23 金 教育委員会定例会（10 時～　公民館会議室） 教育委員会子育て学校教育係 ☎ 214-9761

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 15 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）

村民生活課保健予防係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 214-9243

29 木

30 金

31 土

4/1 日

4/2 月 3 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 15 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

３ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●３月の予定
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《３月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 木 中原、なかひら 11 日 紫、 緑 ケ 丘 21 水 赤 和、 荒 井 原
2 金 牧、 福 井 原 12 月 二ツ石、松南、黒部 22 木 紫、 緑 ケ 丘
3 土 宮 関、 荻 久 保 13 火 駒 場、 松 原 23 金 牧、 福 井 原
4 日 蕨平、天神原、温泉 14 水 桝 形、 三 郷 24 土 二ツ石、松南、黒部
5 月 千本松、新堀、堀之内 15 木 中原、なかひら 25 日 駒 場、 松 原
6 火 水 中、 久 保 16 金 宮 関、 荻 久 保 26 月 桝 形、 三 郷
7 水 　休 所 日　 17 土 蕨平、天神原、温泉 27 火 中原、なかひら
8 木 　休 所 日　 18 日 障がい者の皆さんの利用日 28 水 宮 関、 荻 久 保
9 金 牧、 福 井 原 19 月 千本松、新堀、堀之内 29 木 蕨平、天神原、温泉

10 土 赤 和、 荒 井 原 20 火 水 中、 久 保 30 金 千本松、新堀、堀之内
31 土 水 中、 久 保

●３月の予定

※この利用計画の地区以外の方など、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

3 月 7 日㈬
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 29 年 4 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 29 年 7 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 29 年 11 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

3 月 7 日㈬
3 月 14 日㈬
3 月 28 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《３月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

3 月分 4 月 2 日 ㈪ 下水道・農業集落排水使用料 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ３月分

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

たかやま保育園 3 月 5 日 ㈪ 午前 10:00
　～ 11:30

日　時 会　場 内　容
 3 月 8 日 ㈭
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル） 閉講式・交流会

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

3 月 2 日㈮
保健福祉総合

センター
（チャオル）

1 歳 6 カ月児 平成 28 年 7 月 12 日～ 9 月 2 日生まれ 午後1:00～1:10 母子手帳
幼児の
  歯ブラシ

2 歳児 平成 28 年 1 月 12 日～ 3 月 2 日生まれ 午後1:10～1:20
3 歳児 平成 27 年 1 月 12 日～ 3 月 2 日生まれ 午後1:20～1:30

《１歳６カ月 ･2歳 ･3歳児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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たかやま保育園

毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成 29 年 9 月生まれのあかちゃんです！

こんにちは　あかちゃん
第134回

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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世帯数（− 3）   2,461 戸
人　口（− 10）   7,169 人
　男  　（− 2）   3,564 人
　女  　（− 8）   3,605 人

　２歳児うさぎ組 22名のお友達は園庭の砂場遊びが大好き。
　「今日はお外で遊ぶの？」と外で遊ぶことが大好きなうさ
ぎ組さんは、ちょっぴり寒くたってへっちゃらです！毎日元
気に遊んでいます。
　おままごとをしたり、スコップで穴を掘ったり、型抜きで
お魚を作るなどして思い思いに楽しんでいます。バケツの中
にたっぷりの砂を入れて「カレー作ってるの !!」「お弁当だ
よ !!」など色々な子どもたちのつぶやきが聞こえます。
　穴を掘る姿も真剣です。すごく集中して穴を掘るので「な
に掘ってるの？」と聞くと、「恐竜の骨だよ！」と想像もし
ていなかった言葉が返ってきては、びっくりさせられる毎日
です。
　大好きなたかやま保育園の広
い園庭で、心も体も一回り大き
くなった子どもたち。これから
もいっぱい体を動かして、いっ
ぱいご飯を食べて、いっぱい
笑ってすくすく大きくな～れ！
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家族の絆で特殊詐欺を撃退 !!

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」

山本　 嘉
か の ん

音 ちゃん（堀之内）

武内　 瞳
あ い か

佳 ちゃん（桝　形）
滝沢　 叶

と わ

和 ちゃん（荒井原）

善哉　 凜
り ん か

珂 ちゃん（駒　場）

向かって左から

☆み～んな大好き砂あそび☆


